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（議長） 

日程第７、議案第１号、令和４年度江差町一般会計補正予算（第１７号）について

を議題と致します。 

提案理由の説明を求めます。 

町長。 

 

「町長」（提案説明） 

議案第１号、令和４年度江差町一般会計補正予算（第１７号）についてでございま

す。 

今回の補正につきましては、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金に

係る１３の事業、燃料費、電気料の高騰に伴う１１施設の施設等管理費、また生活路

線等維持費補助など１７事業の補正、繰越明許費及び債務負担行為の補正をお願いす

るものでございまして、歳入歳出予算の総額にそれぞれ、５,６５８万７千円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ、６３億４,６９４万円とするものでござ

います。 

また併せまして、地方債の補正をお願いするものでございます。 

具体的内容につきましては、担当課長より説明致しますので、ご審議の上、議決頂

きますよう、宜しくお願い申し上げます。 

 

（議長） 

はい。財政課長。 

 

「財政課長」（補足説明） 

議案書３ページからの補正予算構成表と各資料により、新型コロナウイルス感染症

対応地方創生臨時交付金に関する事業より、ご説明申し上げます。 

まず、集団接種会場や会議室の感染予防対策事業です。資料２をご覧下さい。集団

接種会場や会議室として使用される保健センターの感染予防対策として、音響設備や

プロジェクター等を整備するものでございます。補正額は、１１４万３千円、国庫支

出金が３７万円、一般財源７７万３千円となります。 

続きまして、公衆浴場燃料費高騰対策支援事業です。資料３をご覧下さい。燃料高

騰に伴う事業者の負担軽減を図るため、一般公衆浴場事業者へ助成を行うもので、補

正額は３０万円、全額国庫支出金です。 

続いて、地域の祭り文化活動支援事業です。事業完了に伴い、不用額を減額補正す

るもので、減額補正額は２３万２千円、全額国庫支出金です。 

続いて、江差ふるさと盆踊り伝承事業です。盆踊りの中止に伴い、要した費用の財

源更正を行なうもので、国庫支出金１４６万５千円を減額し、同額を一般財源とする

ものでございます。 

次に、港湾整備事業特別会計繰出金、江差奥尻航路燃料高騰対策支援事業です。資
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料４をご覧下さい。港湾センター使用料の全額免除を通じ、燃料価格の高騰等による

フェリー事業者の負担を軽減するため、フェリー事業者からの収入減額分の補填とし

て繰出金を補正するものです。補正額は１３８万４千円、財源内訳は国庫支出金４７

万円、一般財源９１万４千円です。 

次に、行政組合分担金（救急隊員用感染防止衣購入事業）です。資料５をご覧下さ

い。救急出動時に着用する感染防止衣を整備するもので、補正額は１０３万４千円、

財源内訳は国庫支出金３５万、一般財源６８万４千円です。 

続いて、行政組合分担金（救急活動用自動心臓マッサージ機購入）事業です。事業

完了に伴い１６万９千円を減額するものです。全額国庫支出金です。同じく消防庁舎

トイレ様式改修、こちらも事業完了に伴い、１１万円を減額するもので、全額国庫支

出金です。 

続いて、学習活動端末支援Ｗｅｂシステム導入です。要した費用の財源更正を行う

もので、国庫支出金２５万３千円を減額し、同額を一般財源とするものです。 

続いて、学校給食費完全無償化事業（小学校と中学校です）。資料６をご覧下さ

い。本事業は、本年第５回議会臨時会で補正を頂いているところですが、その後、就

学援助費及び就学奨励費による学校給食費の支給対象者が確定したことに伴い、本事

業の支給対象者が増加することから、小学校では１４万１千円、中学校では３５万７

千円を補正するものです。 

続いて、学校ＩＣＴ活用環境整備事業です。資料７をご覧下さい。タブレット端末

の落下等による破損や不具合の備え、生徒用机天板各町器具やタブレット予備機、背

面保護ケースを整備するものです。補正額は２０６万４千円、財源内訳は国庫支出金

６８万６千円、一般財源１３７万８千円です。 

次に、図書館感染予防対策事業です。事業完了に伴い１１万７千円を減額するもの

で、全額国庫支出金です。 

以上、臨時交付金に係る補正合計額は５７９万５千円、財源内訳はご覧のとおりと

なっております。 

続きまして、燃料費電気料高騰分補正事業となります。役場庁舎管理２３８万７千

円から、運動公園管理４２万１千円までの１１事業は、近年の燃料費電気料の高騰に

伴う補正をお願するものです。補正額２,１０３万円、全額一般財源となりますが、補

正額のうち、電気料が占める金額は約１,６００万円、重油等の燃料費として約５００

万円の増額をそれぞれ見込んでおります。 

当町の電気料金に関しましては、費用の圧縮を図るため、平成２９年度移行、運動

公園や小中学校、在宅型総合福祉施設などの施設を対象に、新電力契約を締結してき

ましたが、燃料高騰の燃料価格の高騰背景に本年１２月からの新電力契約が不調に終

わりましたことから、電力契約にセーフティーネットに位置付けられている北海道電

力ネットワークとの契約に切り替えたところです。燃料価格が高騰する以前は、新電

力契約により年間約４００万円程度の圧縮効果がありましたことから、単純計算とは

なりますが、１２月から３月までの間、新電力からの変更に伴う影響額は１００万円



3 

 

程度と見込んでおります。 

続きまして、一般事業補正です。まず、職員人件費です。社会保障税番号システム

整備費補助金１２８万９千円の内示がありましたことから、マイナンバーカードの健

康保険証利用申込みの支援に関わる職員の人件費について、財源更正を行なうもので

す。国庫支出金１０９万７千円、同額が一般財源から減額となります。 

同様に国民健康保険費特別会計繰出金、また、後期高齢者医療特別会計繰出金につ

きましても、国庫支出金１４万１千円と５万１千円、それぞれ同額を一般財源から減

額する財源更正となります。 

続きまして、財務会計システム改修です。地方単独事業ソフトの決算情報の見える

化の推進が国より求められており、令和４年度決算分移行、すべての歳出科目を対象

とした調査が実施されることから、財務会計システムの改修を行うものです。補正額

は、６４万９千円、全額一般財源です。 

次に、北の江の島構想推進です。本事業は、当初、ふるさと応援基金から３００万

円を繰り入れすることとしておりましたが、本年４月新エナジー株式会社様より３０

０万円の企業版ふるさと納税寄付金を頂きましたことから、財源更正を行なうもので

す。 

続いて、生活交通路線等維持費補助です。資料１１をご覧ください。昨年１０月か

ら本年９月までの生活交通路線運行経費の赤字分を函館バス株式会社へ補助するもの

です。昨年度と比較し、路線が廃止となった八雲熊石線に要する補助が減額となる一

方で、国道２２９号線の通行止めによる迂回路に要する費用が増額となりましたこと

から、今回１,６３９万５千円の補正をお願するものです。全額一般財源となります。 

続いて、テレビラジオ難視聴対策です。江差円山テレビ中継局の停電時対応のため

の充電器用電源ユニットの修理交換等に要する費用を補正するものです。補正額は３

６万１千円、全額一般財源です。 

次に、地方税共通納税システム対象税目拡大に係る金融機関等テスト業務です。令

和５年４月から固定資産税と軽自動車税が地方税統一ＱＲコードの対象税目となりま

すことから、金融機関との読み取りテストに要する費用を補正するものです。補正額

は１８万６千円、全額一般財源となります。 

続いて、障がい者医療給付です。給付対象者のうち、生活保護受給者が入院された

ことなどにより、費用の増額が見込まれることから、補正をお願するものです。補正

額は８１１万７千円、財源内訳国庫支出金４０５万８千円、道支出金２０２万９千

円、一般財源２０３万円です。 

次に、農業委員会による情報収集等業務効率化支援事業です。農業経営基盤強化促

進法の改正に伴い、市町村が農地の集約化等を加速するための目標地図を含めた地域

計画を令和６年度末までに作成することが求められており、目標地図の素案を作成す

る農業委員会に対し、使用するタブレット端末を整備するものです。補正額は７万２

千円、全額国庫支出金です。 

続いて、農業次世代人材投資事業です。本事業は新規就農者が農業経営を始めてか
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ら、経営が安定するまでの最長３年間、年間１５０万円を限度に交付するものです

が、本年１０月から新規就農された農業者が事業要件に該当することから、半年分を

補助するものです。補正額は７５万円、全額道支出金です。 

次に、江差町産業担い手育成支援です。ただ今説明しました農業次世代人材投資事

業の対象となった新規就農者が本事業にも該当することから、経営開始初年度に限

り、奨励金を交付するものです。補正額は１００万円、全額一般財源です。 

次に、水産物供給基盤機能保全事業です。道が行う江差追分漁港（泊地区）の船揚

げ場整備において、今年度実施される測量に要する費用の３分の１が町負担とされて

いることから、補正するものです。補正額は５３万４千円、全額一般財源です。 

次に、江差１号井源泉機械室内源泉側電磁流量計取替です。資料８をご覧下さい。

流量計内部の基盤の経年劣化により、源泉から引上げた湯量の計測ができないため、

取替を行うものです。補正額は１２０万３千円、全額一般財源です。 

続いて、追分会館自動ドア装置取替修繕です。資料９をご覧下さい。経年劣化によ

り自動ドアとして正常に機能していないため、駆動装置やベルト等の交換を行うもの

です。補正額は４９万５千円、全額一般財源です。 

次に、町道円山団地３号通り道路改良工事です。当初予算において地方債の限度額

を２,４７０万円としておりましたが、再度、算定した結果、１２０万円の増額が可能

なことから、財源更正を行なうものです。同じように直轄港湾整備につきましても、

当初予算において限度額１,８９０万円としておりましたが、再算定した結果、９０万

円の増額が可能なことから財源更正を行うものです。 

一般事業補正事業の合計額２,９７６万２千円、財源内訳はご覧のとおりとなってお

ります。 

以上、一般事業補正第１７号の合計額は、５,６５８万７千円、財源内訳はご覧のと

おりでございます。 

続きまして、８ページ第２表繰越明許費補正をご覧下さい。旧江光ビル跡地活用実

施計画策定を始め、記載の４事業につきましては、年度内の事業完了ができないた

め、繰越明許費補正をお願するものでございます。 

続きまして、９ページ、第３表債務負担行為補正をご覧下さい。役場庁舎警備委

託、役場庁舎清掃委託、在宅型総合福祉施設清掃委託の３事業につきましては、新年

度直ちに事業実施する必要がありますことから、予算の執行が可能となる４月１日以

前に入札契約等の手続きをするための債務負担行為の議決をお願いするものでござい

ます。なお、江差追分会館江差山会館指定管理委託９６万８千円と、江差町文化会館

指定管理委託１,０５２万４千円につきましては、既に議決頂いているカッコ表記の金

額に加え、燃料高騰に伴う増額分の債務負担行為をお願いするものでございます。 

続きまして、１０ページ、第４表地方債補正をご覧下さい。町道円山団地３号通り

道路改良工事と直轄港湾整備について、先程ご説明しましたとおり限度額の増額補正

をお願するものでございます。 

以上で説明を終わらせて頂きます。 
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（議長） 

まちづくり推進課長。 

 

「まちづくり推進課長」（補足説明） 

ただ今、財政課長の方から説明がありました補正予算のうち、新型コロナウイルス

感染症対応地方創生臨時交付金充当分の事業がございますので、私の方から若干説明

させて頂きます。 

定例会資料の１ページ、資料１をお開き下さい。まず左上１の令和４年度臨時交付

金の状況についてです。１０月１７日の第６回臨時会にて説明を致しました臨時交付

金の状況から変わってございません。国からは総額で２億２,４２４万７千円の限度額

が支給されております。 

続いて、上段右側の（２）、令和４年度充当状況をご覧下さい。本日臨時会にご提

案させて頂くのは、Ｂ欄の１２事業で、臨時交付金の充当はゼロ円です。ただ、その

内訳として、新たな事業が６事業２３４万６千円の増、既存６事業が同額の減、これ

により国の配分額に対して、充当残がゼロとなります。 

次に、２の臨時交付金の活用事業で、今回提案の特徴をご説明させいて頂きます。

オレンジ色の６事業に関して、既に事業化しているもののうち、今定例会で減額、ま

たは、財源更正を行なう事業です。新しくご提案する事業は、水色の６事業です。事

業概要は、先程財政課長説明のとおりですが、事業の財源に関する内容について説明

させて頂きます。 

新たな事業のうち５つについて、その一部を国庫支出金、つまり臨時交付金としま

して、残りについては一般財源を充当させて頂いております。1つの例として、事業

№１の檜山広域行政組合負担金は、事業費が１０３万４千円、このうち臨時交付金は

３５万円、残りは一般財源としています。この一般財源の考え方に関して、ご説明さ

せて頂きます。これまで、当初予算以降、全額臨時交付金を財源とした予算化してき

た既存４７事業について、例えばオレンジ色の事業のように、今後事業の完了によ

り、執行残の発生が見込まれます。今後順次、事業が完了し、額がそれぞれ確定をし

た段階で、今回のような減額補正と合わせて、現時点で一般財源を充当しているもの

を圧縮し、可能な限り臨時交付金の充当としていく方針です。それらの係数整理と併

せ、更に町として対策が必要な事業については、今後の議会にてご提案させて頂きま

すので、宜しくお願い致します。 

説明は以上です。 

 

（議長） 

ただ今、町長、財政課長、まちづくり推進課長、以上で、提案理由の説明が終わり

ましたので、質疑を許します。 

質疑希望ありませんか。 



6 

 

 

「大門議員」 

議長。 

 

（議長） 

大門議員。 

 

「大門議員」 

私からは、ぬくもり温泉の補正予算がありましたが、先程、室井議員の方からも質

問がありましたが、関連で質問させて頂きます。 

ぬくもり温泉を廃止する方針を管理している町内会にも説明がありましたが、町内

会でもいろいろな意見があり、混乱している状況でございます。最初の説明の時に、

説明不足があったのかと思いますが、今後、町内会や町民に理解してもらえるよう

に、時間をかけて丁寧に話を進めていって欲しいと思いますが、改めて考えをお聞き

致します。 

 

（議長） 

誰答えるんだ、これ。 

町長。 

 

 

「町長」 

大門議員から補正予算に絡んで、ぬくもり温泉のご質問を頂いております。先程一

般質問の中で室井議員のご質問の中でお答えをして、私と副町長が答弁をさせて頂き

ましたけれども、まず、新聞報道でですね、皆様にご迷惑ご心配をお掛けしたことに

対しましてですね、お詫びを申し上げたいなと思います。その上で、今町内会あるい

はですね、地域住民とのしっかり協議の中で進めていくと、いうようなことをご質問

を頂いているのかなと思います。先程来、室井議員のご質問の中でもお答えしました

けれども、非常に丁寧に説明をしていく必要があるかなというふうに思っています。 

我々としては人口減少の中で、どう財政運営をやっていくかということでですね、

政治的な決断の中でですね、民間にできることは民間にお願いしていく。そして必要

な民間では賄いきれない行政サービスをしっかり維持していく。そういう財政運営を

していかなければならないなと思っています。 

その上でぬくもり温泉の在り方ですけれども、今の既存の老朽化している施設をど

うしていくのか、しっかり踏まえた上で判断していかなきゃいけないなというふうに

思います。そういう中で、しっかり町内会やあるいは、地域住民、町民の利用者の皆

様の声をしっかり受け止めながら、協議を重ね方針をしっかり固めていきたいなとい

うふうに思っています。 
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今後は丁寧な説明を各場面でしていきたいと考えておりますので、ご理解願えれば

と思います。 

 

（議長） 

いいですか。 

 

「大門議員」 

はい。 

 

（議長） 

はい。次、小野寺議員。 

 

「小野寺議員」 

はい。ちょっと私も関連なんですが、定例会議案４ページ目で生活交通路線等維持

費補助、企画費で出ております。これは、いわば公共交通事業の流れの中でなので、

ちょっとお許しを頂きたいんですが、今進めているマースも含めて、それか今日出た

この公共交通、維持費の路線の関係もそうですが、改めてトータルとしては来年の３

月までぎりぎりまでかかるかも知れない公共交通計画、江差町の公共交通計画、計画

を作って、もちろん、既存のバス路線だけではなく、今江差町が本当に努力しており

ます、江差マースの関係も含めた計画を作るといいうことで進めております。 

それで担当課長、ちょっと現時点で教えて頂きたいんですが、私としては、例えば

公共交通会議に出てるので、一定の情報がありますが、議員としては議員としては、

本当に定例会か何かで、そんなに詳しくは出てない部分もありますので、現時点で、

お答え願えればと思うんですが、まず、現在、来年度、江差町として、例えばマース

も含めて、公共交通計画の中にどこまで事業展開を考えていらっしゃるのか。特に江

差マースに関して言うと、本当にこの何週間って言っていいんでしょうか。今日で言

うと、試乗会、この天気でどうなっているか分かりませんが、それから説明会、本当

に担当課の方のご努力、大変だったんだろうと思うんですけれども、今このやってい

る執行実験と言いますか、それを来年度、どこまでもっていこうとしているのか。こ

れちょっと、現時点でもしかしたら、町長になるんでしょうか。担当課の部分で教え

てもらいたいんです。 

それからもう１つ。ちょっと折角なので、この場でお聞きしたいんですが、企画、

企画費ですけれども、まちづくりですね、この公共交通だけじゃなくて、それから北

の江の島構想もそうですね、あれ、江光ビル跡地もまちづくり、ですよね。だから、

今現在抱えている江差町の大きな部分がまちづくり課なんですね。私、いろいろ仕事

と言いますか、電話掛けてもですね、もう担当者、出かけているとかですね、本当に

いま、集中的に仕事がそこにいっちゃっているのかなと、これ、総務課長でしょうか

ね、誰に聞いていいんでしょうか。きちっと人の回しも含めてですね、ちゃんとなっ
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ているのかどうか。非常に心配なんですよね。倒れなければいいなと、本当に思っち

ゃうんですが。ちょっと２つ、お聞きしたいと思います。 

 

（議長） 

はい。誰。まちづくり推進課長。 

 

「まちづくり推進課長」 

公共交通計画に関してのお話がございました。マースがどこまでこの計画の中に入

ってくるんだろう、あるいは、議会の皆さんにもしっかり、こうお伝えする場面を作

るべきではないかと、いうお話をおされました。先程の北の江の島と同じで、コンク

リートになってから、皆さんにお伝えするつもりは毛頭ございません。可能な限り、

皆さんにですね、意見を頂く機会と言うか、ご説明していく機会を作って行きたいと

思っています。まず、１２月の２３日に公共交通計画の会議がございます。その中で

概ねの何と言いますか、項目出しをしながら、これから完成に向けていきたいと考え

ています。そういう中で、しっかり完成前にはできるだけ早い時期に、議会の皆様に

もお伝えしていきたいと思いますんでご理解頂きたいと思います。 

次に、いろいろご心配して頂いてますが、今の体制の中でしっかり３月まで進めて

いきたいと思いますんで、はい、ご理解頂きたいと思います。 

 

（議長） 

小野寺議員。 

 

「小野寺議員」 

課長、老婆心ながらと言っていいのか、なんと言う言葉使っていいのかですね、た

とえば、電話掛けてもですね、その方がいないと分からない。これ、ちょっと逆な見

方すればですよ、今ちょっと大変だね、って何とかしなきゃなんないねって、ではな

くて、ちょっと一町民の立場から言ったら、え、分からないの、と。その人がいなく

たって、体制としては、分からないのということにも繋がる問題なんですよね。まし

てや、今、この江差マースで大変だという側面と何とかじゃあということで、電話は

いろいろあるのかも知れませんが、ちょっと私の一個人としてはですね、なかなか回

っていないなと、課として。という印象も受けています。それも含めて、大丈夫だと

言うんならいいんですが、そのもうちょっと、こう、体制的に総務課長、にならない

のかな、と思いました。もし何かあれば、お願いします。 

 

（議長） 

はい。町長。 

 

「町長」 
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担当課長は、この体制でしっかりやるという力強い答弁をした訳ですけれども、私

から見ても、業務に負荷が掛かっているんではないかな、特にですね、１０月の人事

異動によってですね、まちづくり推進課の正職員、職員、町職員１人減にしていま

す。そこには、会計年度任用職員を配置、新たにしているんですけれども、じゃそれ

で賄きれているのかという不安もあるところではございます。 

ただ、その一方で限られた人員の中で、どう配置していくのか、行政側がしっかり

回していくのかという意味ではですね、今の体制、今年度に関してはですね、今の体

制でやっていくしかないのかなというふうに思っています。その上で、来年度以降の

話ですけれども、今まちづくり推進課、特に公共交通を担当している職員はですね、

道職員から派遣を頂いて地域振興派遣を頂いてですね、配置をして、中心的にやって

頂いております。この派遣２年間のお約束で、今年度終わりというところでございま

すけれども、今本当にこの公共交通を進めていく上では、今配置している道職員、派

遣を頂いている道職員の力を借りていかないと、実現出来ないと思っておりまして。

道の方に何とか継続できないかということをお願いしながらやっています。 

また、人員についてもですね、今後の全体を町職員全体の配置の中で、まちづくり

推進課がどうあるべきかということを考えていかなきゃなと思います。いずれに致し

ましても、まちづくり推進課が抱える案件というのは、非常に大きなものがありま

す。ただ、どれも大切な案件で、もしかしたらこう問合せをした時に、職員がいない

という状況もあるかも知れませんけども、それは現場にいって話をしたり、自ら動い

ているという状況でございます。そういう状況も踏まえましてですね、ご理解頂きな

がら、まちづくりをしっかり前に進めていく体制を整えていきたいと思いますので、

ご理解頂ければと思います。 

 

（議長） 

いいですね。はい。他に質疑希望ありませので、質疑を終結致します。 

お諮りします。 

本案については討論を省略し、直ちに採決したいと思いますが、ご異議ありません

か。 

 

（「異議なし」の声） 

 

（議長） 

異議なしと認め、直ちに採決致します。 

議案第１号、令和４年度江差町一般会計補正予算（第１７号）について、原案に賛

成の方の挙手を求めます。 

 

（議長） 

挙手、全員であります。 
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よって、議案第１号については、原案のとおり可決されました。 

 

（議長） 

日程第８、議案第２号、令和４年度江差町国民健康保険費特別会計補正予算（第４

号）についてを、議題と致します。 

提案理由の説明を求めます。 

町長。 

 

「町長」（提案説明） 

 議案第２号、令和４年度江差町国民健康保険費特別会計補正予算（第４号）につい

てでございます。 

今回の補正につきましては、令和３年度北海道保険給付費交付金返還など所要の経

費の補正をお願いするものでございまして、歳入歳出予算の総額にそれぞれ、２４５

万９千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ、８億１,９３７万１千円

とするものでございます。 

具体的内容につきましては、担当課長より説明致しますので、ご審議の上、議決頂

きますよう、宜しくお願い申し上げます。 

 

（議長） 

何課長。健康推進課長。 

 

「健康推進課長」（補足説明） 

 はい。令和４年度江差町国民健康保険費特別会計補正予算について補足説明致しま

す。議案書２９ページ、補正予算構成表をお開き下さい。 

総務費、一般管理費、月報クラウド改修負担金でございます。 

令和４年度から未就学児に係る均等割り保険料について、その５割を公費によって

軽減する制度が開始し、致しました。制度改正に伴い、国の負担金や補助金等を算定

するシステムである月報クラウドに未就学児均等割り保険料負担金申請書システム機

能が新規追加されます。本システム改修費用は、月報クラウド参加市町村で同額按分

し、ふたんするものでございます。補正額は１６万５千円で、財源は全額道支出金で

ございます。 

次に、諸支出金、償還金及び還付加算金、令和３年度北海道保険給付費交付金普通

交付返還でございます。療養給付費等の実績精算により生じた北海道に対する返還金

でございます。補正額は２２９万４千円で、財源は全額一般財源で、前年度繰越金で

ございます。２事業合計で、２４５万９千円の増額となります。 

 ご審議方、宜しくお願い致します。 

 

（議長） 
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 以上で、提案理由の説明が終わりましたので、質疑を許します。 

 質疑希望ありませんか。 

 

（「なし」の声） 

 

（議長） 

質疑希望ありませんので、質疑を終結致します。 

お諮りします。本案については、討論を省略し、直ちに採決したいと思いますが、

ご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声） 

（議長） 

異議なしと認め、直ちに採決致します。 

議案第２号、令和４年度江差町国民健康保険費特別会計補正予算（第４号）につい

て、原案に賛成の方の挙手を求めます。 

 

（議長） 

挙手、全員であります。 

よって、議案第２号については、原案のとおり可決されました。 

 

（議長） 

日程第９、議案第３号、令和４度江差町公共下水道事業特別会計補正予算（第２

号）についてを一括議題と致します。 

提案理由の説明を求めます。 

町長。 

 

「町長」（提案理由） 

 議案第３号、令和４年度江差町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）につい

てでございます。 

今回の補正につきましては、燃料費高騰に伴う下水道施設にかかる経費の補正、下

水道管理センター中央監視装置等の更新に伴う財源更正等をお願いするものでござい

まして、歳入歳出予算の総額にそれぞれ、２５１万７千円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ、４億５,１８６万３千円とするものでございます。 

併せまして、地方債の補正をお願いするものでございます。 

具体的内容につきましては、担当課長より説明致しますので、ご審議の上、議決頂

きますよう、宜しくお願い申し上げます。 

 

（議長） 
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建設水道課長。 

 

「建設水道課長」（補足説明） 

はい。それでは私の方から補足説明申し上げます。 

議案書４１ページ、補正予算構成表をお開き下さい。 

先程、一般会計でも説明がございましたとおり、燃料費高騰に伴います電気料金の

補正と起債の財源更正に係ります補正でございます。 

最初に管渠管理費でございます。五勝手中継ポンプ場の他、町内４か所ございます

マンホールポンプ場の電気料金の補正でございまして、補正額は７３万９千円、財源

は全額その他特定財源でとなるものでございます。 

次に、下水道管理センター管理費でございます。江差上ノ国下水道管理センターの

電気料金の補正でございまして、補正額は、１７７万８千円、財源内訳はその他特定

財源となるものでございます。 

次に、同じく下水道管理センター管理費の上ノ国分担金に係ります地方債の財源更

正でございます。江差上ノ国下水道管理センターの維持管理費につきましては、５年

に一度の下水道計画の見直しに合わせまして、上ノ国町との負担割合の見直しを行っ

ているものでございまして、この見直しによりまして、負担割合が変更となりました

ことから、地方債の１,１４０万円の財源更正を行うものでございます。 

次に、公債費の元金でございます。資本費平準化債の増額に伴いますものでござい

まして、地方債２０万円を財源構成するものでございます。補正額合計財源内訳につ

きましては、記載のとおりでございます。 

次に、議案書４５ページ、第２表地方債補正でございます。ただ今補正予算の説明

でもありましたとおり、地方債の額が変更となるものにつきまして、地方債補正をお

願するものでございます。限度額以外の項目につきましては、変更ございませんの

で、説明は割愛させて頂きます。 

以上、説明となりますので、宜しくお願いを申し上げます。 

 

（議長） 

 以上で、提案理由の説明が終わりましたので、質疑を許します。 

 質疑希望ありませんか。 

 

（「なし」の声） 

 

（議長） 

 質疑希望ありませんので、質疑を終結致します。 

 お諮りします。本案については、討論を省略し、直ちに採決したいと思いますが、

ご異議ありませんか。 

 



13 

 

（「異議なし」の声） 

 

（議長） 

異議なしと認め、直ちに採決致します。 

議案第３号、令和４年度江差町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）につい

て、原案に賛成の方の挙手を求めます。 

 

（議長） 

挙手、全員であります。 

よって、議案第３号については、原案のとおり、可決されました。 

 

（議長） 

日程第１０、議案第４号、令和４年度江差町港湾整備事業特別会計補正予算（第２

号）についてを議題と致します。 

提案理由の説明を求めます。 

町長。 

 

「町長」（提案理由） 

議案第４号、令和４年度江差町港湾整備事業特別会計補正予算（第２号）について

でございます。 

今回の補正につきましては、江差奥尻航路燃料高騰対策として、港湾センター使用

料を減免する財源更正をお願いするものでございまして、歳入歳出予算の総額に変更

はございません。 

具体的内容につきましては、担当課長より説明致しますので、ご審議の上、議決頂

きますよう、宜しくお願い申し上げます。 

 

（議長） 

財政課長。 

 

「財政課長」（補足説明） 

議案書５５ページの補正予算構成表をご覧下さい。江差奥尻航路燃料高騰支援事業

です。港湾センター使用料１３８万４千円の減額に伴い、歳入の財源更正を行なうも

ので、一般会計からの繰入によるその他特定財源を１３８万４千円増額し、同額を一

般財源から減額するものでございます。 

以上で説明を終わらせて頂きます。 

 

（議長） 

 何だんだや。 
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以上で、提案理由の説明が終わりましたので、質疑を許します。 

 質疑希望ありませんか。 

 

（「なし」の声） 

 

（議長） 

 質疑希望ありませんので、質疑を終結致します。 

 お諮りします。本案については、討論を省略し、直ちに採決したいと思います

が、ご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声） 

 

（議長） 

異議なしと認め、直ちに採決致します。 

議案第４号、令和４年度江差町港湾整備事業特別会計補正予算（第２号）につい

て、原案に賛成の方の挙手を求めます。 

 

（議長） 

挙手、全員であります。 

よって、議案第４号については、原案のとおり、可決されました。 

 

（議長） 

日程第１１、議案第５号、令和４年度江差町水道事業会計補正予算（第２号）につ

いてを議題と致します。 

提案理由の説明を求めます。 

町長。 

 

「町長」（提案理由） 

議案第５号、令和４年度江差町水道事業会計補正予算（第２号）についてでござい

ます。 

今回の補正につきましては、燃料費高騰に伴う水道施設の管理費に係る補正をお願

いするものでございまして、収益的収入及び支出の予定額にそれぞれ、２４９万円を

追加するものでございます。 

具体的内容につきましては、担当課長より説明いたしますので、ご審議の上、議決

頂きますよう、宜しくお願い申し上げます。 

 

（議長） 

ええ、建設水道課長。 
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「建設水道課長」（補足説明） 

はい。こちらにつきましても、私の方から補足説明申し上げます。 

議案書は６５ページとなります。水道事業会計につきましても、燃料高騰に伴いま

す電気料金の補正でございまして、砂川浄水場、低区浄水場及び田沢の排水地などの

水道施設全般の管理に係ります電気料金の補正でございます。補正額は収入支出とも

２４９万円となるものでございまして、財源につきましては、全額一般会計からの補

助金となるものでございます。 

以上、説明となりますので宜しくお願い申し上げます。 

 

（議長） 

 以上で、提案理由の説明が終わりましたので、質疑を許します。 

 質疑希望ありませんか。 

 

（「なし」の声） 

 

（議長） 

 質疑希望ありませんので、質疑を終結致します。 

 お諮りします。本案については、討論を省略し、直ちに採決したいと思います

が、ご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声） 

 

（議長） 

異議なしと認め、直ちに採決致します。令和４年度江差町水道事業会計補正予算

（第２号）について、原案に賛成の方の挙手を求めます。 

 

（議長） 

挙手、全員であります。 

よって、議案第５号については、原案のとおり、可決されました。 


